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これまでの活動

災害がおきたら必要なこと
自分と家族は・・・

a. 災害から逃れる
b. いのちと健康を守る
c.取り巻く生活環境の立て直す

支援者は・・・・
•応急手当 &
•メンタルヘルスケア
•食事・トイレ・お風呂などの確保



真備町の出身小学校が



健康課題は夜に集中



指定避難所から
見える情報



2018/7/6

平成30年7月豪雨 倉敷市避難状況



2018/7/7 人々は生活を求めて移動している



2018/7/8 人々は生活を求めて移動している



2018/7/9 人は生活を求めて移動している





不慣れな土地で

健康な暮らしをするためのアクセス



全国の自治体の避難所ガイドラインに掲載されてる割合

出典）「2017年度女性・地域住民から見た防災・災害 リスク削減策に関する調査」報告』



避難所は 1 か所 だ け で は な い

自分は今どのような状況か自分があんしんとおもう場所を予め考える

•体調に応じた避難先を決めているかどうか

•自分で避難先を用意できるか（親戚・知人宅，ホテル，車）

•他者からの感染リスクの低い場所か

•生活環境は劣悪にならないか

•危険区域外への転居・退避も検討？

•（居住環境を変えることのリスクなども）



外部支援者が知ることのない
文化・社会・制度の中で

災害＞＞＞社会的×潜在的＞＞複合的に顕在化

災害のトラウマ
いつもと違う
場所への不安

生活リズム
の崩れ

健康被害の
顕在化

高いところに登る

音に過敏になる

過呼吸・パニック

何度も手を洗う

興奮

多動

スキンシップ

を求める

質問を繰り返す

母乳を求める

決まり事ができない

食欲低下

昼夜逆転

喘息

暴力が出る

下痢が続く

体調不良

泣き叫ぶ



環境

ツール

情報

コミュニケーション

介助者

医療

保健

制度

仕組み
・

＜要配慮者の課題＞ ＜課題解決の方向性、可能性＞

具体的な課題
・誰に
・どのようなフェーズで
・どういう課題が・・・・・

・マイタイムライン
・Personal Plan
・
・
・

社会の意識
人々の意識

要配慮者の意識

避難や避難生活を支援する人の再配分、確保、養成すれば・・・

災害時の生活の環境を改善できれば・・・

要配慮者に伝わる情報ツールを確保、開発すれば・・・

要配慮者へのコミュニケーションを工夫すれば・・・

要配慮者の暮らしや災害時のリクエストを知っておけば・・・

要配慮者と友達になっておけば・・・

災害時に要配慮者と医療をつなぐ仕組みを知る、つくっておけば・・・

携わる人の立ち位置でソリューションは変わるし多様




